
環境変化の考古学的検証

氷河期が終わった後でも地球上は決 して安定的な生態環境が展開したわけではなく、寒期 と

暖期の交代のなかに小幅なぶり返しが常に生 じたことが、最近の各種の自然科学的検討のなか

から唱えられている(Robertsl989、Fagan2000)。 長いタイムスケールでの生態環境の変化は、

花粉分析その他 の手法により把握 され、考古学的事象によってもあるていど検証が可能である

が、花粉分析その他の自然科学の方法はある一定幅の平均値で所与の生態環境を把握するため

に、地域的な変差 も含めると小幅な環境変化をこれ らの方法で把握することは頗る困難である

とされる(Bogucki1998)。 デンマークでは26年 をサイクルとする泥炭層の形成が指摘 されて

いるが(Aabyl976)、 東アジアでは今 日このような細かなレベルでの研究はさほ ど進展 して

いないのが現状である。 したがってここでは地球規模で生 じた環境変化を考古学的資料でどの

ように捕捉するか という周 題に限って検討してゆくこととする。

グリー・ンラン ドの氷床 コアに基づ く研究によって、紀元前12700年 から10800年 まで と、紀元

前6200年 から5800年 までの期間、地球規模での寒冷化現象が生 じたことが明 らかにされてきて

いる。この二つの時期の寒冷化は、一般的には海流の動きが停止 したことにより生 じた とされ

ている。プロッカーの深層水循環理論によれば(Broeckerl990)、 グリーンラン ド周辺で氷結

により生 じた塩分濃度の濃い海水は、比重が重いために沈下 し、地溝帯を通って地球を循環 し、

それが上昇 して海流を動かす力 となった と推察する。後氷期の急激 な温暖化により北米を覆っ

ていたローレンタイ ド氷床が溶解 し、大量の真水が北大西洋に流れ込んだ。そのためにこの地

域の海水の塩分濃度が薄まり、海水の沈下現象が停止 したことが原因で、地球規模での海流の

動きが止まり、暖流が高緯度地帯に及ばなくなったことで地球は寒冷化 したとするものである。

したがってこれ ら時期の寒冷化現象は海水面の上昇をもた らす こととなった。実際、紀元前

6000年 を前後するローレンタイ ド氷床の溶解により、イギリスは大陸とは切 り離 されることと

なったのである。

こうした寒冷化現象に起因する海水面の上昇以外 に、完新世においては逆に海水面の低下を

もたらす寒冷化現象が認め られる。それは地球上が寒冷化することで極地の氷床が発達 し海水

面が低下することによる。この事例 としては1645年 から1715年 にかけてのマウンダー寒冷期 と

称 される時期の地球規模の寒冷化現象が挙げられる。この時期には文献史料に基づ く観察記録

により、寒冷化現象の実態が明 らかにされ、その起因するところの推察 も可能である(Fagan

2000)。 この時期に生育 した樹木には大量の炭素14が包含されている。放射性炭素14は 宇宙線

の活動 により形成 されるが、太陽の動 きが活発で黒点が最大になると、宇宙線が遮 られて地球

に達 しにくくなり、地球上の炭素14の 量が減少する。これに対 して太陽活動が不活発であると

宇宙線が大量 に地球に注ぎ、そのために炭素14の 量も増加する。この放射 性炭素14が 増加する

時期が寒冷化 した時期 と一致す るのである(Fagan2000)。 太陽活動が不活発 になることで宇
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宙線が地球に到達 しやす くなり、一方では炭素14の 生成 を促進するとともに、他方では寒冷化

したことによ り海水面の低下を惹き起こした。また逆 に紀元llOO年 から1250年 の期間は中世の

温暖期で、炭素14の 量が減少 し海水面が上昇 していることからも、寒冷化、温暖化 と炭素14の

量的関係が即応することが窺えるのである。

クリスチ ャンセ ンによると、紀元前3000年 以降で も炭素14の 量の増減が多 く認められる

(Kristiansen1998)(第1図)。 このうち紀元前三千年紀初頭 と紀元前二千年紀第三四半期の寒

冷化は、中国で言 えば廟底溝第二文化期と股代中期に相当 し、考古学的資料や花粉分析結果か

らも寒冷化 したことが指摘できる。紀元前一千年紀前半期の炭素14の 急激な増加については、

ヨーロッパでの青銅器時代 と鉄器時代の交代期にあたり、考古学的検証を経ているが、日本で

は弥生時代の開始年代 ともからめて論争中の事象 となっていることは、周知の事実である。こ

の紀元前一千年期前半期の寒冷化現象は、かつて 「紀元前1000年 のクライシス」 と唱えられた

寒冷化現象に相当する(安 田1994)。 しかしこの説では炭素年代 に安易に依拠 したために、そ

の正確な年代が把握されないままに 「歴史的事象を解釈」という傾向を内在させていたために、

いたず らに混乱 を招いただけに終わったのであった。

このように寒冷化 と温暖化 は炭素14の 増減により知 りうるが、気候条件のなかで大きな位置

を占める乾燥化 と湿潤化は炭素14の増減では確認できない。紀元前三千年紀末の乾燥化現象は

大 きな環境変動を惹 き起 こしたことがオリエン トでは確認されているが(Weiss2000)、 東ア

ジアでは花粉分析 その他 においても十分には捕捉 されていない(甲 元2007)。 したがって乾燥

化や湿潤化の問題は依然 として花粉分析や泥炭層の形成状況に頼 らざるをえないのである。

寒冷化 したことにより海水面が低下する現象は、考古学的には沿岸部においては砂丘や砂堤

の形成に より確認 され、内陸部においては砂地の拡大 により示される(甲 元2004、 甲元編

2007)。 すなわち沿岸部の遠浅の海浜では海退により拡張された砂浜からは風により大量 の砂
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が供給 され、核 となる岩盤iを中心にして沿岸部に並行に砂丘が形成 されるところとなる。また

早い動 きの海流が流れる地点では、それに反する力が働いて、反流により沿岸部では砂堤が形

成 される場合 もある。大分平野の沿岸部や宮崎平野の沿岸部での砂堤は、後者の事例 とするこ

とがで きる(高 橋2007)。

温暖化 して海水面が上昇 し砂の供給が停止すると植物が繁茂 し、それらの有機物の残骸が腐

食化 し、結果 としてクロスナ層が形成 される。クロスナ層が形成 されるときは砂丘が安定化 し

ている状況下にあ り、人類の活動の場所 として利用されることから、しばしば考古学的痕跡を

残す ところとなる。このクロスナ層の中から検出される遺構 ・遺物を分析することで、クロス

ナ層の形成時期 を考古学的に特定することがで き、逆に砂丘や砂堤が形成された時期 を絞 り込

むことが可能となる。砂丘 にクロスナ層が形成され、考古学的資料が発見できる事例は、西日

本の沿岸地域には多数認められる。鹿児島県奄美市の宇宿小学校校庭遺跡などはその典型で、

縄文時代中期から晩期 にかけて層位的に文化層が検出されている(奄 美考古学研究会2003)。

こうした各地の事例を総合 して、日本列島の西部地域での寒冷化 した時期と温暖化 した時期を

特定 したものが第1表 である。
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第1表 日本における完新世の環境変化と砂丘遺跡の変化
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こうした考古学的資料 に基づいて把握された環境変化 に絶対年代 を賦与するときに、炭素14

による年代 とのズレを、どのように考えるかが次の課題となる。すなわち一般には寒冷化 した

時期は炭素14の 量が増加するために測定年代が新 しく出て、温暖化 した時期には炭素14の 生産

量が低下するために古い年代が出る傾向にある。

この時期形成 された砂丘ではその直下に黒川式土器を包含 し、砂丘上部からは夜臼1式 土器

を伴 う遺構が検出されることから、縄文時代 と弥生時代の交代期はまさにそれに該当する(甲

元2007)。 東広島市の黄幡遺跡では弥生時代の樋として利用 された大型ボ材が検出されている。

年輪年代 によれば、この木材の内側の年輪は紀元前817年 か ら始まっているとされるが(東 広

島市教育文化事業団2005)、 木目の幅は800年 前後から狭 まっていて、寒冷化 した時期であった

ことを物語っている。このことは炭素14の量が増加 し、その年代がイレギュラーを起こす時期

と一致 し、気候が寒冷化 した時期 と重なる。

このことは750年 を中心として前後50年 間は寒冷化 した時期であることを示 し、ヨーロッパ

での事象 と適合的である といえる。紀元前800年 以降の炭素年代 は、例え補正を受けた結果が
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提示されたとしても、炭素14の 量に変動があるためにイレギュラーが起 こることが危惧され、

む しろ伝統的な型式学による編年が重んじられているが(Bowmanl990、 、Kristiansenl998)、

このことは、東アジァでも考量する必要があろう。これに倣えば紀元前一千年紀の寒冷化現象

は、黒川式土器 と夜臼1式 土器に挟まれた時期、いわゆる 「山の寺式」土器段階に相当するも

のと想定で きる(甲 元2004)。 したがって年輪を同定 して年輪による炭素年代の補正に利用す

るばか りではな く、年輪それ自体に示 された寒冷期 と温暖期の特定 も併せて考察することが求

められる所以である。

紀元前一千年紀前半期のユーラシア大陸草原地帯では、寒冷化 とともに乾燥化が激 しく、草

原地帯の砂漠化が広範囲にわたり進行 した。このために北 ・中央アジアでの民族の大規模な移

動があったことが確認 されてお り(Hsul998)、 東 ヨーロッパで もその余波が及んだことが指

摘 されている(Taylor1994)。 同様なことは中国の周原地域でも西周前期から後期にかけての

青銅礼器が一括 して埋納される遺構が多数発見 されることで類推される。この時期 『後漢書』

「西莞伝」みられる、「属王無道にして、戎秋冠掠 し、乃ち犬丘に入 り、秦仲の族を殺す」以下

幽王期 にいたるまでの 「戎」が中原地域 を侵略 したという記事や多友鼎に記された銘文により、

「京師」 まで もが攻撃 されたという事実 により、この時期北方民族の南下によ り、周代の中原

の為政者にとってその存立基盤である宗廟での祭祀活動を放棄せざるを得なかったことを知り
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うる。さらに中原東部においても北方遊牧民の南下現象を黄河流域以北の地域で確認すること

ができる。このことは北京市の延慶盆地の軍都山一帯では、遊牧民の墓地がみられるが、その

層位関係から砂丘が形成 される初期段階から、ある程度砂が堆積 した段階での墓の築造がなさ

れたことなどの考古学的事実により確認できる(北 京市文物研究所山戎文化考古隊1992)。 西

周後期か ら春秋前期にかけての中国中原地域の社会的混乱は、地球規模の気候変動が誘引 した

可能性が高いことが窺えよう。なおこの時期の気候変動は中国南部にも及んだことは、「間歌

層」の存在 として捉えられている(甲 元編2007)。

以上のことか ら紀元前一千年紀前半期の寒冷化現象は、紀元前8世 紀の時期であると特定す

ることができる。この時期の炭素ユ4年代は炭素14の量が増加 しているために、測定年代の補正

線が急激に落ち込み、その後平行線をたどることで、補正 を行った後でも信用が置けないとす

るのが、一部の ヨーロツパの学者の間にみられる。クリスチャンセンなどもその一人で、この

時期の年代は型式学的手続 きで十分に対応で きるとしている。炭素14に よる年代決定では、極

端に寒冷化 した時期(炭 素14が 増加 した時期)と 極端に温暖化 した時期(炭 素ユ4が減少 した時

期)を 除外 して、土器による編年体系の 「点」を炭素年代で求めるのが、今日最 も求め られる

仕方であろう。

西日本の沿岸部に砂丘が形成されると、その背後 に作 られた湿地はやがて脱塩されて、初期

の水稲栽培を行 う環境を整えられたことになり、九州西部沿岸や山陰沿岸部に初期弥生時代の

遺跡分布が拡大する現象 とよく符合するものである。

これ らのことは、環境変化を問題にするにしても、考古学研究者はあ くまでも考古学的事実

関係か ら、考古学的検証を経て帰納できる結論に依拠することが肝要であることを示 している。

自然科学的方法の導入においても、具体的な考古学的事実 との対比が絶対的に必要である。イ

ネのプラン ト.オ パールはイネの葉19に 約20万 個含 まれている。イネの葉19と いえば、

葉っぱ一つ分に相当する。このことはプラント・オパールが原位置で残存 していたとすると、

とてつ もなく検出されることとなる。少数 しか検出されない場合には、残 りの大多数はどこに

移動 したかを検証 されることが必然的に要請される。またプラント・オパールは極めて細かい

ために、素焼 き土器の内部にまで浸透することができ、土器の胎土中に含まれていることは、

絶対的な根拠 とはならないことはいうまで もない(甲 元2004)。 したがって考古学的事実によ

り追証できない自然科学的方法で導き出された 「学説」は、まず疑ってかかる必要がある。考

古学研究者はすべか らくオーケス トラの指揮者となるべ きである。
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